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近
世
に
於
げ
る
祉
曾
階
級
の
境
化

本

庄

当E

治

耳目

緒

I=l 

我
闘
の
近
世
印
ち
徳
川
時
代
は
集
椛
的
封
建
制
度
の
時
代
で
ゐ
b
J
、
史
家
は
之
を
以
て
封
建
問
家
の
完
成
せ
ら

れ
た
時
代

Z
L
て
居
る
。
抑
も
主
従
の
関
係
犯
す
可
ら

Y
る
も
の
が
あ
り
、
階
級
の
隠
別
が
股
存

L
・
す
べ

τの

も
の
を
其
位
置
に
回
定
せ

L
的
判
棋
を
軍
九
守
る
-
』
ご
は
，
A
止
れ
削
も
封
建
魁
曾
の
特
徴
で
あ
る
が
、
徳
川
崎
代
に

於
て
は
そ
れ
等
の
現
象
は
特
に
著
L
き
も
の
が
め
っ
た
o

例
へ
は
政
治
上
に
於

τは
組
誌
墨
守
や
新
儀
停
止
が
探

語
で
あ
り
、
儀
時
格
式
を
整
へ
て
南
端
を
拘
束

L
、
言
論
の
自
由
は
勿
論
認
め
ら
れ
て
居
ら
す
、
蕗
士
の
杭
議
は

嘗
時
甚
だ
忌
ま
れ
た
も
の
で
め
っ
た
。
更
に
枇
合
上
に
於
て
は
四
民
の
階
級
侵
す
可
ら
ゴ
る
も
の
が
あ
り
、
各
柿

の
職
業
に
は
株
仲
間
の
制
度
が
あ
っ
て
、
仲
間
以
外
の
者
の
新
に
同
業
を
替
む
こ
ご
を
許
古
宇
、
徒
品
川
か
ら
職
人

ご
成
h
、
数
年
の
後
、
暖
艇
を
分
け
て
賞
つ
一
1
別
家
し
、
仲
間
に
加
入
し
て
始
め

τ同
業
を
傍
む
こ
ご
が
出
来
る
。

事
問
武
義
よ
ち
遊
裏
山
り
末
に
至
る
ま
で
、
従
来
の
形
式
を
守
っ
て
改
め
宇
、
的
中
に
し

τ色
惑
に
し
て
も
一
度
英
門

狂
世
に
於
け
る
枇
骨
階
摂
の
艶
化

r----
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む
世
に
於
け
る
枇
脅
階
級
の
鵬
型
化

凹

其
流
一
以
の
外
に
出
づ
る
こ
己
は
異
端
邪
説
ご
し
て
耕
斥
さ
れ
る
。

土
ム
従
の
悶
係
は
武
士
が
其
主
君
に

に
入
れ
ば
、

奉
す
る
と
い
ふ
ば
か
り
で
は
な
〈
、
主
人
ご
召
使
ご
の
悶
係
も
、
師
匠
ピ
弟
子
ご
の
聞
係
も
・
何
れ
も
主
従
閲
係

で
作
せ
ら
れ
る
。
印
も
一
般
刷
合
が
封
建
的
の
色
彩
を
孤
(
持
っ
こ
正
、
な
っ
た

ω一
で
あ
る
。

常
時
の
創
作
階
級
を
あ
ら
は
す
も
の
ご
し
て

一
般
に
十
良
工
向
的
誌
が
あ
る
。
武
士
は
佼
も
民
〈
、
農
民
之

こ
5yv、
l

i
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ド
ム
商
の
町
人
は
最
下
位
に
列
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
ゐ
り
、

二
の
外
に
日
目
家
、
紳
官
、
川
川
侶
‘
偶
者

税
多
非
人
等
凶
問
級
も
あ
る
が
、
最
も
重
姿
な
る
大
多
数
者
の
一
脱
す
る
附
紋
正
[
て
は
、
武
士
・
農
民
及
び
町
人

の
階
級
で
h

っ
た
。
常
時
は
-
-
の
階
級
制
度
を
維
持
す
る
こ
ご
が
眼
目
で
あ

h
、
若
の
阿
別
が
肢
か
什

L
た
も
の
で

ゐ
る
か
ら

一
佐
渡
勺
二
も
弔
ヤ
工

一

F
i
l
l
-
'
;

一
階
級
か
ち
他
の
附
級
へ
移
る
こ
言
は
栴
め
て
悶
雄
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、

る
差
別
が
あ
っ
て
是
れ
が
服
主
に
維
持
ゼ
ら
る
べ
き
も
の
ご
さ
れ

τゐ
た
。
然

L
時
代
の
絞
泌
す
る
に
従

ο、
枇

合
経
済
朕
態
の
麹
化
に
伴
っ
て
、
何
時
迄
も

ι
れ
を
股
守
す
る
こ
ご
は
困
難
正
な
っ
て
来
た
。
的
も
各
階
級
が
そ

の
本
来
有
す
守
へ
き
性
質
を
次
第
に
失
っ
た
の
み
な
ら
す
、
他
防
級
的
の
も
の

Z
な
り
、

或
は
一
階
級
よ
り
他
際
級

仁
前
入
す
る
こ
ご
も
稀
れ
な
ら
ゴ
る
仁
至
っ
た
。
本
航
は
這
聞
の
消
息
を
明
か
し
せ
孔
が
た
め
の
も
の
で
ゐ
る

U

一一
階
級
匝
別
の
巌
存

武
士
階
級
は
腕
に
遮
ぺ

L
如
〈
四
民
の
首
位
に
立
ち
、
一
向
姓
町
人
正
全
然
異
っ
た
地
位
を
占
め
た
も
の
で
あ

11不自1:;干史、 IJ7-qo，I~3- J(JOn 
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武
家
の
家
来
た
る
足
軽
仲
間
仁
劃
し
て
も
将
、
号
、
町
人
百
姓
の
身
正
し
て
侮
辱
を
加
へ
た
な
ら
ば
切
拾
御
苑
Z

い
ム
特
慨
が
め
っ
た
税
、
彼
等
は
枇
曾
の
中
心
た
れ
ソ
儀
表
た
る
べ
き
も
の
ご
考
へ
ら
れ
、
丙
姓
や
町
人
は
此
武
士

階
級
を
養
ふ
た
め
に
飽
か
に
そ
内
生
存
を
許
3
れ
て
居
る
が
如
き
も
の
で
あ
っ
た
o

附
級
的
差
別
は
、
武
士
階
級
内
内
部
に
於
て
も
厳
重
に
立
て
ら
れ
て
庖
た
も
の
で
あ
る
。
上
、
勝
目
半
よ
り
下
、

足
純
仲
間
に
至
る
ま
で
階
級
の
差
仁
よ
っ
て
格
式
が
定
め
ら
れ
た
o

大
名
に
は
家
に
困
っ
て
御
三
家
(
組
・
児
・

5
仰

家
川
(
州
側
叫
吋
・
枠
)
抽
川
代
・
外
慌
の
別
が
ゐ
ム
リ
、

(
M
M一
刊
す
)

H

U

卜

土

(

州

日

用

)

、
、
日
川
宇
調
叫
川
同
ト
L

J

F
U
及
川

ι山
~

(
明
村
山
戎
)

カK
3ミ

傾
土
し
よ
っ
て
閥
主

準
閥
主

の
防
相
が
あ
り
、
幕
府
庇
戚
の
武
士
仁
村
旗
本
御
家
人
の
二
純
が
あ
っ
た
。

一
高
石
以
下

日
見
以
上
が
廊
下
で
、
目
見
以
下
は
御
家
人
で
あ
る
。
そ
の
何
れ
に
し
て
も
前
代
吉
御
抱
ご

ω問
に
は
大
な
る
差

回
叫
が
め
っ
た
o

彼
等
は
家
格
に
よ
句
将
位
の
昇
進
‘
城
内
の
市
即
席
は
勿
論
、
邸
宅
建
築
の
段
式
、
服
装
衣
服
の
制

限
、
行
族
行
列
の
道
具
供
揃
よ
り
、
務
城
の
先
後
、
献
上
物
、
拝
領
物
に
至
る
ま
で
一
定
し
、

初
も
分
に
越
え
た

る
-
-
ご
を
な
し
符
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
郁
呼
の
如
、
さ
も
ま
た
厳
重
に
定
め
ら
れ
た
。
鴨
川
軍
家
を
呼
ょ
に
上
保

ぞ
以
一
1
L
、
主
一
正
配
を
御
幕
僚
さ
い
ひ
、
側
妾
に
も
何
々
の
名
抑
制
ゐ
り
し
如
、
さ
そ
れ
で
め
る
。
幕
府
よ
り
殺
す
る

会
文
書
に
も
ま
た
一
定
的
形
式
が
あ
り
、
文
中
一
山
「
仰
」
千
を
記
す
に
も
謝
手

ω身
分
山
上
下
親
疎
等
に
よ
っ
て

品
河
内
議
吟
叫
い
の
七
析
の
別
を
立
て
、
{
知
名
の
「
川
町

h
?
に
も
綴
湯
治
滋
急
(
教
)
ピ
の
の
七
問
刊
に
分
tJ
、
「
慌
」

内子に

h
核
抑
同
校
判
明
枝
招
き
ま
の
七
開
ゐ

h
、
巧
も
活
用
す
る
こ
ご
を
得
y
h
し
も
の
で
あ
る
。
ま
た
決
拶
に

近
世
に
於
け
る
祉
令
階
級
の
控
化

五
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迂
世
に
於
け
る
枇
曾
階
経
白
型
化

つ
い
て
も
御
目
見
以
上
は
走
中
へ
鵡
廻
h
す
る
に
、
大
門
か
ら
入
っ
て
玄
関
に
至
れ
ば
、
取
衆
が
玄
関
を
下
h
て

挨
拶
す
る
が
、
御
日
見
以
下
は
大
門
の
脇
の
潜
わ
戸
か
ら
入
h
、
自
ら
玄
闘
仁
上
っ
て
挨
拶
せ
な
り
れ
ば
な
ら

-
"-，、

向
。
途
中
で
御
三
家
の
行
列
に
迎
。

τも
御
目
見
以
上
は
態
々
背
向
き
に
な
っ
て
知
ら
泊
顔
し
て
居
れ
る
が
、
御

目
見
以
下
で
は
行
列
の
槍
を
見
る
ご
其
俄
隙
蹴
b
、
者
L
御
知
能
の
戸
が
開
い
て
居
れ
は
奔
伏
せ
ね
ば
な
ら

凪
。
共
他
穏
阜
の
例
が
め
る
が
、
兎
仁
角
武
士
た
る
階
級
内
仁
於
て
も
極
端
仁
差
別
的
待
姐
が
行
は
れ
た
も
の
で

あ
る
。

hr
〈
の
如
〈
椛
式
は
大
に
盤
ふ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
貨
は
盆
安
虚
ピ
な
っ
た
。
蓋
徳
川
時
代
に
於

τ

は
、
そ
の
初
期
を
除
〈
の
外
、
大
抵
は
、
主
従
闘
係
は
・
賞
は
そ
れ
よ
り
も
数
代
以
前

ω先
組
の
時
代
に
結
ば
れ

た
も
り
で
め
っ
て
、
主
従
閲
係
が
相
侍
へ
ら
れ
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
後
に
至
つ
て
は
上
下
の
親
し
み
は
甚
だ
簿

い
は
い
γ

隆
史
的
関
係
を
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
平
和
な
る
時
代
に
箪
隊
的
階
放
的
秩
序
を
維

持
せ
ん
正
し
、
そ
れ
が
た
め
に
上
下
的
匝
別
を
殿
に
し
形
式
を
重
ん
じ
た
か
ら
・
主
従
関
係
の
形
式
は
大
に
整
ふ

に
至
っ
た
が
・
然
し
虫
貨
の
主
従
関
係
た
る
精
一
脚
的
結
合
力
に
至
つ
て
は
、

次
第
に
薄
弱
ご
な
ら
玄
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
の
形
式
の
整
へ
る
に
反
比
例
L
て

次
に
農
民
に
つ
い
I

て
も
ま
た
稀
々
な
る
匝
別
を
な
す
こ
芭
が
出
来
る
。
例
へ
ば
庄
屋
・
組
頭
、
百
姓
代
の
如
き

-

J

肘
段
仇
同
同
防
鷹
民
E
の
匝
別
が
あ
る
o

庄
屋
な
ど
ゆ
凶
中
に
は
選
摩
同
司
法
に
よ
っ
た
場
合
も
あ
る
が
、
家
柄
一
格

曹標紙(江戸叢書巻二断牧)
再藤陸三、近1止世相典、 260-285頁
安藤博、徳川事fm臨泊要時 444珂
拙事長、 日本並士宮史.201頁
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式
の
高
い
者
が
世
襲

Lτ
こ
の
臓
に
就
き
成
権
甚
.k
高
き
も
の
も
あ
っ
た
。
戒
は
叉
村
的
草
分
た
る
百
姓
ゃ
、
宜
同

持
た
る
大
地
主
の
如
き
は
お
の
づ
か
ら
一
中
川
姓
よ
h
は
枇
倫
目
的
に
高
き
地
位
を
占
め
た
も
の
で
あ
る
。
叉
小
作
人

な
ど
の
枇
曾
的
地
位
は
極
め
て
憐
れ
な
も
の
で
あ
っ
て
、
一
本
立
の
本
百
姓
じ
伍
す
る
資
格
な
〈
、
村
山
可
合
山
場

令
等
に
も
末
席
に
座
せ
し
め
ら
れ
た
も

ωで
ゐ
る
ピ
い
ふ
。

商
工
業
者
の
一
間
に
於
ー
も
前
述

ω如
〈
親
方
職
人
徒
弟
の
匝
別
が
殿
存

L
た
も
の
で
あ
る
が
、
都
合
的
住
民
正

し
て
も
、
家
持
ご
応
千
(
情
家
人
)
ご
め
問
に
は
非
常
な
懸
隔
が
あ

h
、
町
内
一
切
の
公
事

の
み
で
あ
っ
て
、
借
・
添
人
に
は
一
地
も
そ
の
権
利
が
秘
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
o
か
〈
の
如
〈
最
も
自
由
な

興
る
も
の
は
家
持
ち

る
気
風
に
官
め
る
町
人
階
級
に
於
て
も
種
々
な
る
階
級
や
制
限
や
束
縛
が
ゐ
っ
て
、
従
来
の
形
式
を
守
っ
て
改
め

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る

Q

要
す
る
に
武
士
階
級
内
に
於
て
は
勿
論
.

εの
他
の
階
絞
内
に
於
て
も
階
級
的
区
別
が
厳
存
し
、
農
に
は
農
の

唖
あ
り
、
商
に
は
前

ω仕
来
り
あ
hJ
、
工
は
亦
工
の
作
法
を
保
つ
ご
い
ム
が
如
(
、
枇
舎
の
あ
ら
ゆ
る
事
例
仁
つ

い
て
依
例
格
式
に
拘
泥
せ
し
も
の
で
あ

b
、
表
而
上
の
形
式
は
大
に
備
は
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内

寅
に
於
て
は
宝
庫
ご
な

h
、
表
面
上
の
整
備
は
質
質
上
川
町
破
碇
芭
な
る
の
有
様
で
あ
っ
た
。

一一一
階
級
的
特
徴
の
衰
頼

近
世
に
於
け
る
批
合
階
殺
の
健
化

七

拙署、近世農村問題史論、 46-53.234-238頁
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近
世
に
於
け
る
批
合
附
級
白
能
化

ノ、

北
日
J
H

武
士
ご
農
民
三
の
間
に
隔
別
な
く
無
事

ω日
に
は
田
畑
を
緋
L
、
山
野
に
猟
し
て
生
活
I
、

一
羽
山
中
ゐ
件

ば
剣
を
提
げ
て
職
場
に
馳
駆
せ

L
も
の
で
あ
っ
た
o
然
る
に
戦
術

ω師
陣
化
ご
こ
れ
に
作
っ
て
生
じ
た
る
武
士
の
都

市
集
位
ピ
に
よ
っ
て
、

武
士
は
地
方
的
問
闘
を
拾

τ
、
城
下
に
居
住
す
る
一
」
正
、
、
な
り
、

十
弘
に
彼
等
は
併
に
花
岡
山

如
き
地
主
良
夫
た
る
事
貨
を
欠
。
、

大
抵

ω
武
士
は
ね
主
の
倉
山
民
よ
h
織
を
受

υ、
'
』
れ
に
よ
っ
て
衣
〈
比
す
る
も

の
ご
な
っ
た
。
郎
も
兵
正
農
正
が
分
離
し
、
武
士
は
武
士
己
し

τ
一
の
附
放
を
成
す
も
的
己
な
っ
た
り
で
ゐ
る
o

而
し
て
彼
等
は
最
早
昔
の
如
〈
股
訓
を
業
ご
せ
す
、
主
人
よ
り
得
た
る
体
臓
を
食
h
u
不
生
産
的
問
級
者
(
は
治
史

階
級
ピ
な
る
に
至
っ
た
も

ωで
あ
る
が
川
封
位
制
度
が
氏
案
文
配
の
政
治
組
織
で
め
る
拙
か
ら
い
へ
ば
、
彼
等
は

支
配
附
級
ピ

L
て
百
川
町
人
を
土
芥
の
如
〈
に
考
人
附
使
せ
し
も
の
で
あ
っ
た
o

か
〈
の
如
〈
武
士
は
支
配
階
級
で
め
る
。
氏
自
家
が
政
側
を
執
b
し
嘗
叫
に
於
て
自
ら
高
(
枇
曾

ω
最
上
位
仁
立

も
一
切

ω椛
カ
を
狗
山
L
、
阿
川
町
人
を
思
ひ
の
備
に
奴
隷
め
如
〈
取
扱
ひ
、
斬
拾
御
兎
の
如
、
き
足
早
す
ら
賞
然

の
機
利
な
る
h
r

の
如
〈
に
沼
め
ら
れ
た
。
然
し
一
冗
総
時
代
や
大
仰
所
時
代
(
一
尚
一
)
の
華
美
の
世
仁
於
て
は
、

彼
等

も
身
分
不
相
肱
な
る
4
4
修
胤
流
に
浮
身
を
宜
し
、
生
活
難
に
陥

ι
F
る
を
得
な
か
っ
た
。
切
扮
仰
見
の
特
離
は
ゐ

b
乍
ら
切
扮
て
る
，
山
川
一
%
以
最
早
な
く
な
っ
て
居
打
。
丈
久
三
年
に
、
若

L
切
ら
損
じ
て
町
人
よ
hr
殺
害
さ
れ
て
も

士
山
迫
に
外
れ
た
こ
ご
さ
へ
な
け
れ
ば
其
家
名
を
防
総
せ
す
仁
跡
ケ
立
て
、
ゃ
る
か
ら
見
苦

L
U
振
郷
を
せ
凶
ゃ
う

注
意
さ
れ
て
居
る
な
ど
は
、
武
士
の
面
目
川
市

L
て
何
蕗
仁
ゐ
る
か
。
夏
仁
農
村
に
於
て
も
中
期
以
級
品
早
従
来
の

刊l~r~，武士[:首級の窮乏、*，品第二ト凹'&ー挽1) 
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如
〈
御
無
理
御
尤
正
し

τ何
事
も
支
配
者
に
屈
従
す
る
ニ
ご
な
〈
、
雄
一
向
姓
一
授
を
起
L
T
潟
政
者
に
反
抗
し
、

多
(
の
場
合
に
於
て
農
民
的
要
求
を
容
れ

F
る
を
得
fc
る
に
至
っ
た
如
き
は
、

の
質
力
を
疑
は

L
む
る
も
の
で
は
ゐ
る
ま
い
か
。

こ
れ
亦
武

E

家
的
支
配
階
級
正
し
て

市
民
に
経
治
的
方
面
に
枕
1
之
eT
見
る
に
、
先
づ
拡
府
も
各
務
も
何
れ
も
財
政
的
窮
乏
に
悩
ん
で
厄
た
ω

議
佼
武

士
は
何
れ
も
「
山
H
首
4

ぜ
た
れ
い

t
町
人
に
無
心
を
い
ひ
、
江
戸
京
都
大
阪
其
外
広
々
の
宮
尚
を
滋
て
北
(
続
け
討
に

τ

世
含
波
る
」
有
は
で
め
っ
て
、
和
枕

ω止仲
h

水
や
尚
人

ω融
川
躍
に
よ
っ
て
一
時

ω急
を
凌
い
に
も
の
で
ゐ
っ
た
o

「
経
城
山
録
拾
遺
」
に
「
片
熊
深
了
介
が
海
内
論
絞
り
仙
金
の
放
は
日
本
に
在
ら
ゆ
る
金
的
敷
山
町
い
な
る
ぺ
し
ピ

ν

へ
る
は
寛
文
延
町
凶
年
的
事
な
b
、
そ
れ
よ
り
七
十
年
を
経
前
刷
れ
ば
今
は
千
此
い
な
る
べ

L
」
乙
い
ひ
、
「
町
人
考
見

出
判
」
が
一
苅
疎
前
後
五
六
十
年
間
に
大
名
貸
北
(
他
に
よ
っ
て
破
産
せ
る
京
榊
仙
の
尚
人
内
乙
ご
を
書
き
記
し
た
も
の
で

あ
る
こ
ど
に
よ
っ
て
も
、
制
合
に
早
ヨ
時
代
か
ら
諸
侠
が
伯
金
政
策
に
依
頼
せ
し
こ
ご
を
知
る
こ
己
が
山
家
ゐ
。

而
も
そ
の
貸
悩
閥
係
は
容
易
に
決
済
せ
ら
れ
争
、
利
息
は
利
息
eT
生
み
元
金
に
元
金
が
加
は
り
、
住
主
総
み
へ
陥

h
、
遂
に
は
永
年
賦
返
済
、
利
金
品
目
除
等

ω要
求
も
起
る
究
第
で
ゐ
る
が
、
大
名

ω巾
に
は
借
金
を
踏
倒
す
者
b

ゐ

h
L如
く
、

之
れ
に
釣

L
て
用
法
町
人
仲
間
の
者
は
一
締
貸
即
も
岡
山
非
貸
の
手
段
に
山
一
じ
大
名
側
を
周
服
せ

L

め
L
ニ
ピ
も
少
〈
な
い
の
ま
た
一
藩

ω
財
政
が
或
る
放
一
克
の
手
に
握
ら
H

い
て
居
た
場
合
も
め
る
。
例
~
ば
仙
長
務

の
財
政
が
大
阪
の
升
応
じ
よ
っ
て
左
右
苫
れ
て
居
に
如
、
き
そ
れ
で
ゐ
品
。
幕
府
財
政
正
雄
、
町
人
の
御
則
金
に
よ

註
世
に
品
川
け
る
配
合
階
級
の
狸
仕

ブL

割1I省、日本川上骨史、.:lO]首、近世農村I1UIl!J史論、 2り4-30.8民
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迂
世
に
於
け
る
批
脅
階
続
白
密
化

O 

っ
て
備
は
れ
た
こ
正
が
決
し
て
少
〈
は
な
い
。
事
情
か
〈

ω
如
〈
で
ゐ
る
か
ら
、
財
力

ω
前
に
は
幕
府
諸
橋
正

雄
、
町
人
仁
劃
L
亡
支
配
階
級
た
る
資
力
を
有
せ
5
b
し
も
の
と
い
は

F
る
を
符
な
い
。

右
は
幕
府
諸
絡
に
つ
い
て
で
め
る
が
、
真
に
一
般
武
士
階
級
に
つ
い
て
之
を
見
る
に
、
徳
川
巾
期
以
後
、
武
士

生
活
の
窮
乏
甚
し
か

h
し
こ
ご
は
幾
多
の
事
貨
に
よ
っ
て
立
誼
し
得
る
腕
で
ゐ
る
。
試
み
に
そ
の
二
三
を
悲
げ
ん

か
吋
武
士
の
魂
ご
も
稿
せ
ら
る
、
刀
剣
甲
肖
の
類
が
、
太
平

ω
世
に
は
之
れ
な
〈
ご
も
用
を
扶
か
同
た
め
に
炉
、

典
資
さ
れ
て
入
手
に
波
ち
し
如
き
、
或
は
務
士
田
空
城
の
際
そ

ω衣
類
に
事
故
き
て
質
屋
よ
h
取
寄
せ
て
着
用
L
、

蹄
宅
の
後
之
を
・
返
却
せ
し
如
、
吉
、
如
何
に
そ
の
窮
乏
の
甚
L
か
り
し
か
を
察
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。

hY7ゐ
有

慌
で
ゐ
る
か
ら
武
士
の
中
仁
は
一
侠
一
蝉
を
置
か
守
、
自
ら
薪
水
の
労
を
古
る
も
り
も
め
ら
、
或
は
内
臓
を
な
L

て
家
計
の
補
ひ
ピ
な
す
も
の
も
少
く
は
な
か
っ
た
が
、
然
し
多
〈
の
武
士
は
和
々
の
方
法
に
よ
っ
て
備
財
を
な

し
、
一
時

ω急
を
凌
レ
ガ
も
的
で
あ
る
。
「
世
事
見
開
銀
」
に
も
こ
の
こ
ご
を
説
い
て
臼
〈
「
殊
に
逗
来
知
行
所
の
分

は
知
行
所
合
計
入
、
官
時
専
ら
行
は
る
、
御
貸
附
金
を
借
h
、
又
は
宮
内
跡
方
な
ど
の
名
目
金
を
借
り
、
分
限
高

の
内
も
其
依
も
利
足
北
(
外
仁
差
山
す
事
に
成
て
、
身
上
の
闘
方
を
失
ひ
、
或
は
拝
借
金
の
上
納
も
出
家
令
(
刷
)
又

御
明
米
取
の
分
、
仰
城
山
伯
正
い
ふ
も
の
に
大
借
出
来
、
是
叉
何
れ
も
分
限
高
の
内
三
歩
一
ー
か
叉
宇
高
も
芸
伶
も
一
克

利
の
辻
仁
引
取
ら
る
、
誇
に
な
る
」
一
五
々
『
御
切
米
は
か
ね
て
臓
宿
正
い
ム
者
に
引
取
ら
れ
、
身
上
の
一
冗
手
を
失

ひ
し
事
な
れ
ば
正
不
正

ω筋
を
不
撲
、
業
時
の
排
用
な
〈
て
叶
5
る
に
任
せ
、
前
後
の
差
別
も
な
く
金
銭
を
借
る

同ヒ、 229-232]{
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日
成
L
銭
な
ど
を
借
り
、
三
ゲ
月
目
謹
文
替

る
皮
毎
仁
刺
足
踊
h
械
金
一
樹
ニ
制
打
怖
い
ー
だ
し
削
て
一
元
金
の
午
分
も
失
費
に
な
り
山
一
云
々
ご
。
嘉
永
六
年
七
月
非

事
を
手
柄
正
致
し
、
或
は
土
戒
中
邪
作
を
童
日
入
・
高
利
金
、
座
頭
金
、

上
三
郎
右
衛
門
の
上
書
に
は
旗
本
の
困
窮
を
設
さ
、

壬
の
高
利
貸
じ
苦
し
め
ら
る
、
の
献
を
設
い

τ
日
〈
「
排
又

氾
来
融
通
方
の
風
俗
慈
し
〈
相
成
、
貸
方
に
て
は
詮
文
面

ω球
拾
五
雨
一
一
分
の
割
合
相
訟
、
内
貨
は
或
拾
同
一
一
分

こ
s
l
i
t
、

'・4よ
Z
1

レ
L

、vい
」
一
}

主
/
!
J
z
t

一
割
の
械
金
を
収
、

北
(
外
に
も
品
々
食
。
候
様
子
仁
て
差
静
岡
り
百
闘
の
金
子
情
受
候
に
は
最
初

に
一
一
抑
の
純
金
拾
凶
差
出
し
、

一
ヶ
年

ω利
足
は
拾
五
岡
、
狛
又
問
ゲ
月
目
に
は
諾
文
書
替
の
節
・
附
h
の
利
足

金
相
川
差
出
、
其
外
叫
叫
ん
口
に
皮
々
飲
食
の
雑
化
試
に
1
勘
定
仕
候
得
は
一
ヶ
年
に
は
委
拾
両
校
に
も
相
成
申
候
。
伯
方

仁
て
も
高
利
ご
は
存
候
得
ご
も
右
の
倒
合
に
無
之
候
て
は
貸
候
者
無
之
候
故
不
得
止
一
割
借
入
、

共
時
々
を
凌
き
候

故
、
連
市
平
次
第
仁
困
出
掛
仁
相
成
、
年
を
重
ね
依
て
も
返
務
不
相
成
候
節
は
利
金
を
一
冗
金
に
加
へ
諮
文
書
替
の
問
縫

の
聞
に
悩
川
相
向
、
絡
に
は
牧
納
高
を
不
残
振
向
是
も
引
足
不
申
候
同
時
に
相
成
、
勤
続
に
も
拘
り
候
品
川
成
行
候
次

第
に
仰
庄
一
候
得
は
山
一
す
ご
o

組
依
の
「
鈴
録
」
に
「
武
士
の
身
上
は
意
向
人
に
吸
取
ら
る
、
ニ
芭
骨
同
時
一
り
有
械
な

り
い
ご
あ
る
は
、
差
、
肯
脱
出
に
中
れ
る
も
の
己
い
は
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。

以
上

ω如
き
一
品
質
は
、

ご
り
も
直
吉
十
表
面
の
地
位
の
み
し
向
〈
し
て
質
力

ω件
は

g
h
L武
士
階
級
の
現
賞
暴

露

ω悲
哀
を
示
す
も
の
で
め
ら
う
o

彼
等
は
最
早
支
配
階
級
ご
し
て
の
カ
を
有
せ
な
い
。
「
塵
塚
談
」
に
「
武
家
は

人
を
治
的
、
商
人
は
泊
め
ら
る
、
の
訟
な
ゐ
仁
、
今
は
町
人
が
人
を
治
る
世
の
こ
ぜ
し
ω
ご
い
へ
る
は
、
這
問

ω

託
世
に
於
吋
る
一
批
曾
階
組
の
腿
化

一一
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近
世
に
於
け
る
枇
合
階
級
自
盟
化

一

事
悩
に
も
賞
て
恨
め
る
こ
ご
が
出
来
る
。

次
に
農
民
階
級
以
如
何
。

官
時
の
封
建
制
度
以
経
燐
上
よ
b
見
れ
ば
上
地
を
主
要
な
る
生
産
手
段
己
し
、

農
民

を
唯
一
の
生
産
階
級
正
し
、
そ
の
上
に
武
士
ピ
抑
制
す
る
特
雌
階
級
が
支
へ
ら
れ

τ盾
た
組
織
で
あ
る
。
世
画
時
農
を

本
ご
し
尚
1
4佐
木
ピ
せ
し
ニ
ぜ
も
‘
会
〈
有
山
知
き
闘
係
か
ら
武
士
階
級
的
存
立
の
に
め
に
は
農
じ
飲
〈
可
ら
ゲ

る
も
の
で
ゐ
っ
た
か
ら
で
あ
る
o

然
る
に
徳
川
中
期
以
後
に
於
て
は
農
民
の
生
活
加
は
妹
に
窮
迫
せ
る
欣
態
ご
な

K

少
、
農
村
山
り
人
口
が
郡
白
に
流
入
し

或
は
多
一
児
養
育
的
問
抑
制
か
ら
間
引
の
刷
出
川
討
が
一
般
に
行
は
れ
て
人
口

ω自

然
的
増
加
を
妨
げ
、
農
村
に
時
四
剥
せ
る
者
も
必
す
し
も
農
業
仁
従
事
す
る
も
の
、
み
に
ゐ
ら
す
、
職
業

ω叫
換
も

行
は
れ
た
た
め
、
農
業
に
謝
す
る
勢
力
的
紋
乏
を
生
じ
た
こ
正
以
蛍
然
の
結
果
で
ゐ

h
、
そ
の
他

ω原
悶
も
加
は

め

っ
て
?
」
、
に
問
畑
町
恥
厳
な
る
現
象
を
生
す
る
に
至
っ
た
凶
事
こ
、
に
歪
つ

τは
最
早
従
来
内
如
く
武
士
階
級
を
養

ょ
に
足
ら

5
4ゐ
-
-
正
、
な
り
、
武
士
階
級
も
農
民
の
み
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
己
は
極
め
て
困
難
正

な
ら
、
さ
る
を
得
ゴ
る
に
至
っ
た
o
印
も
こ
り
加
納
か
ら
す
れ
ば
農
民
が
生
産
階
級
た

h
し
司
」
ピ
は
勿
論
で
あ
る

一
か
、
従
来
り
加
、
さ
武
士
階
級
を
養
ふ
に
足
る
民
力
を
有
せ

F
る
に
至
っ
た
も

ωで
あ
っ
て
、
封
処
制
度
維
持
的
上

に
大
な
る
困
難
を
生
母
し
め
5
る
を
得
ゲ
る
と
正
、
な
っ
た
o

中
丸
に
町
人
階
級
は
如
何
。
幕
府
の
捌
る
所
で
は
町
人
は
武
士
山
如
き
淵
先

ω羽d
功
も
彼
等
自
身
ψ

手
側
も
な

(
、
又
百
姓
め
如
〈
四
時
不
断
の
殻
背
を
什
廿
め
て
闘
家
同
誌
の
匁
め
に
必
要
H
聞
を
作
。
出
す
も
の
で
も
な
〈
、
只

訓H~、近 I!t~村 IH1 Jhl史論、 T98 -20T l1)
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管
算
盤
玉
を
蝉
レ
て
安
渇
に
耽
・
り
な
が
ら
調
録
の
利
を
守
ム
も
の
で
め
っ
て
、
勤
も
す
れ
ば
者
修
を
増
長
せ
し
む

4
唾

る
無
川
山
り
者
ど

L
て
考
へ

τお
っ
た
。
官
時
は
貨
殖

ω
こ
ご
は
口
に
す
る
た
仁
恥
づ
イ
き
も
の
ご
せ
ら
れ
て
居
た

か
ら
、
町
人

ω如
き
は
此
も
卑
し
む
べ
〈
最
も
釧
尽
す
べ
き
も
り
芭

Lτ
、
阿
民
内
最
下
位
に
列
せ
し
め
ら
れ
た

こ
れ
「
工
肉
は
な
く
ご
も
す
む
べ
し
(
刷
)
農
人
は
一
人
に
JL
も
境
】
ご
を
は
か
る
べ

L
b
商
人

は
一
人
に
℃
も
減
ん
ご
欲
す
べ
し
」
己
説
き
、
商
工
を
未
来
ご
し
て
抗
原
し
、
殊
に
農
民
叫
に
町
人
り
気
風

ω泌

染
せ
ん
こ
己
を
避
り
し
も
り
で
ゐ
う
て
、

も
の
で
ゐ
っ
た
o

一
言
に
し
て
い
、
へ
ば
町
人
階
級
は
無
用
階
級
ご
し
て
考
へ
ら
れ

τ居
た

も
の
で
ゐ
っ
た
。

然
る
に
恭
平
の
打
総
〈
ご
共
仁
斗
は
袋
に
納
め
ら
れ
、

長
抑
の
鎗
は
徒
ら
に
山
肢
の
雌
き
に
任
せ
、

器用
T
4
K
1
'却

耳
ノ

Ljttq

語
ご
な
っ
て
、
世
は
資
洋
に
流
れ
、
高
有
修
十
」
抽
也
ふ
有
慌
で
あ
h
，
、
武
力
は
常
山
に
川
な
〈
、
余
力
が
之
れ
に
伏
る

力
昨
代
ご
な
h
、

t

1

1

 

町
人
階
級
以
時
代
的
進
む
仁
従
ひ
議
I
賞
力
を
仙
へ
て
隠
然
枇
曾

ω
一
大
勢
力
た
る
地
位
を
山

め
、
之
に
反
L
て
農
村
は
疲
弊
L
、
武
士
階
級
は
鎚
乏
に
陥
り
、
町
人
に
肌
を
事
れ
、

そ
の
融
通
に
よ
勺

τ漸
〈

鮒
闘
を
切
h
提
け
つ
、
ゐ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
町
人
説
L

に
「
い
に
し
へ
は
百
姓
よ
り
町
人
は
下
肱
な
り
正
い
へ

H

と
も
い
つ
の
頃
よ
り
か
天
下
金
銀
づ
か
ひ
正
な
ち
て
天
下

ω金
鋭
財
W
H
み
な
町
人
の
方
に
主
ご
れ
る
事
仁

τ此
人

い
つ
ご
な
〈
其
日
間
百
姓
の
上
仁
め
る
に
似
た
り
」
ご
い
っ

τゐ
る
が
、

の
御
前
に
も
召
出
古
る
、
事
も
あ
れ
ば
、

町
人

ωカ
は
一
白
川
を
凌
「
位
の
噂
」
ご
で
は
な
く
蹴
に
単
〈
武
士
的
階
級
を
も
凌
げ
る
も
の
で
ゐ
る
o
叩
州
生
世
相

-mT
が

近
世
に
於
げ
る
副
合
附
級
の
徒
化

0
 

・付基他省訓る居で且4μ 司つ
真

。

ー

叫

F

オ
い
山自

巻

町

こ

主

戸

も

十

「

に

ニ

6
I

A
V

銘
論
h
H

A
担

u
k
h
史
6

川
則
的
散
別
巷

円
買
山
町
川
辺

日
ρ
総
村
第

七
2
1
本
陸
占

年
、
日
附
龍

阿
師
、
近
凶

十
調
代
、
組

保
畑
山
韮
本

天
米
卦
抑
川

14) 

)
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近
世
に
於
け
る
枇
合
階
級
の
蝿
型
化

回

「
大
阪
の
z議
尚
一
度
怒

τ天
下

ω諸
侠
惜
る

ω威
有
り
』
正
言
っ
た
Z
傭
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
ニ
の
言
葉
は
韮
賞
時

町
人
の
質
力
を
示
し
て
遺
憾
な
お
d

も
の
で
ゐ
る
。
容
て
は
無
用

ω階
級
ご
し
て
考
へ
ら
れ
た
町
人
階
級
も
v

今
や

ぞ
れ
な
〈
し
℃
は
、
武
士
階
級
ピ
雄
、
生
活
す
る
こ
ご
を
得
す
、
武
士
階
級
の
存
立
の
た
め
に
も
町
人
階
級
は
快

f
ぺ
か
ら
F
る
有
用
階
級
ご
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
o

之
を
要
す
る
に
武
士
は
支
配
階
級
で
ゐ
り
、
農
民
は
生
産
階
級
で
あ
'
り
、
町
人
は
無
用
階
級
正
し
て
考
へ
ら
れ

た
も
の
で
ゐ
っ
た
が
、

そ
の
階
級
的
特
徴
は
中
期
以
後
究
第
に
縫
化
し
、
武
士
階
級
の
無
力
、
農
民
の
疲
弊
‘
町

人
階
級
の
勃
興
を
見
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

四

他
階
級
化
三
他
階
級
へ
の
移
動

前
越
の
如
〈
階
級
的
特
徴
は
次
第
に
愛
知
刷
し
っ
、
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
真
に
進
ん
で
一
階
級

ω者
が
他
階

級
者

ω如
〈
に
却
型
化
し
、
或
は
一
階
級
へ
憐
入
す
る
こ
ご
す
ら
行
は
る
、
に
至
っ
た
。

へd

・)
武
士
の
町
人
化
。
昔
の
武
士
は
廉
恥
を
重
ん
じ
貨
同
加
の
こ
ど
は
口
に
す
る
に
に
恥
づ
ぺ
き
》
』
ご
、
さ
れ

て
居
た
。
一
克
誠

ω頃
に
、
金
銭
の
こ
正
に
て
辱
し
め
た
れ
ば
戯
札
ご
は
な

L
が
た
L
Z
J
L
、
同
僚

ω武
士
を
討
ち

果
し
允
Z
h
v
ふ
こ
己
で
あ
る
が
、
時
代
の
経
過
に
従
ぴ
、
武
士
の
生
活
困
難

ωた
め
に
、
何
事
も
物
質
的
利
盆

ω

伴
は
，
さ
る
ζ

ご
は
之
全
治
さ
5
る
に
至
h
，
¥
或
は
出
入
町
人
等
か
ら
諸
H
問
を
買
上
「
る
度
毎
に
利
潤
の
上
前
を
ご

同按書三十四春、 528頁
甲子夜話第一、 253頁
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'
り
、
共
外
種
々
の
名
義
で
役
徳
を
か
せ
「
の
風
が
ゐ
っ
た
。
遂
に
は
家
来
を
召
抱
へ
る
に
も
金
子
を
用
立

τ
L
め

養
子
を
迎
へ
る
に
も
財
産
の
多
少
を
問
題
ご
す
る
に
至
っ
た
叫
営
時
諸
侯
の
中
に
は
諸
士
救
済
の
目
的
で
彼
等
を

じ
て
成
る
積
の
工
業
や
一
行
は

L
め
た
も
の
が
あ
る
。
的
も
家
中
工
業
是
れ
で
あ
る
o

そ
的
工
業
的
柿
類
に
は
種
々

あ
る
が
、
家
中
一
般
に
行
は
れ
て
相
官
な
る
成
践
を
奉
げ
た
も
の
は
・
主
ご
ト
一

τ製
糸
紡
紘
一
事
業
で
あ
っ
.
化
。
殊

仁
叩
州

ω郡
内
織
・
加
羽
州
内
米
深
川
川
等
は
有
名
な
例
で
ゐ
り
、
ま
た
熊
本
伎
が
約
織
全
議
士
山
り
妻
女
に
奨
励
し
て

大
に
盛
大
な

ιし
め
、
白
河
侯
M
F

絹
縮
緬
を
織
ら
し
め
た
こ
ご
も
著
明
な
る
事
・
貨
で
あ
る
M

こ
の
現
象
以
前
逃
ゆ

武
山
氷
山
内
臓
ピ
共
に
、
不
生
産
的
附
級
た
る
武
士
が
経
済
欣
般
の
竣
化
に
順
路

L
、
工
業
生
産
に
よ
っ
て
共
生
産

を
支
へ
ん
ご

L
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
従
来
の
経
済
組
織
で
は
武
士
は
生
活
{
得
.3
る
に
歪
h
仁
こ
ご
を
示
す
も

の
で
ゐ

ιが
、
前
逃
の
武
士
が
物
質
的
利
盆
-Y
追
求
せ
し
こ
ご
、
共
に
、
武
士
が
町
人
化
し
た
る
一
例
を
示
す
も

の
ご
い
ふ
噌
』
E
が
出
来
る
。

(
回
)

武
士
、
町
人
吉
な
る
。
然
し
そ
れ
位
の
こ
ど
で
は
な
〈
、
武
士
た
る
身
分
会
す
て
、
生
活
に
徐
裕
あ
る

町
人
階
級
に
入
っ
た
も
の
も
少
〈
な
い
。
文
政
年
間
に
成
っ
た
「
江
戸
町
方
脊
上
〕
に
よ
る
ご
一
一
百
五
十
家
ば
か

h

の
ふ
尚
家

ω中
で
、
武
家
浪
人
或
は
そ
の
子
孫
又
は
郷
士
を
組
先
ご
す
る
も
り
が
四
十
人
家
程
ゐ
る
o

叉
「
町
人
考

見
録
」
の
中
に
も
京
都
の
町
人
で
石
河
自
安
、
高
屋
清
六
、
平
野
跡
見
・

三
木
樺
太
夫
等
が
武
家
出
人
の
出
で
わ

る
こ
ピ
が
明
か
で
あ
る
。
勿
論
此
等
の
中
仁
は
武
家
生
活
を
隊
れ

τ牛
久
し
き
も
め
も
合
ま
れ

τゐ
る
で
あ
ら
予
フ

近
世

ι於
け
る
祉
合
階
放
の
控
化

五

世事且開銀、近世世骨粗演説書第一巻、 9-34頁
髄本博士、指針日本担涛阜、 Z20-2Z1耳

徳川時代商業積書、第一腕枚
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近
世
に
於
付
る
枇
骨
階
睡
の
健
牝

プz

が
、
有
名
な
務
家
町
人
の
中
に
は
武
家
の
血
脈
を
偽
ふ
る
者
り
少
(
な
い
噂
」
ご
は
明
か
で
あ
ち
う
。

「
近
世
の
俗
給
制
を
定
る
事
、

或
は
我
故
類
を

l尚
ず
し
て

Jt 
1~ 
JH 
を武
昔話 :1: 
v宇ざ

るな
にる
至。

ゐ資
』永
云七
々ω年
ピ μ)

ゐ武
る家
均支 I去
、 度

の
『ド

(
A
)
 
瓜
民
、

財
産
を
目
的
ご
し
て
養
子
を
迎
ふ
る
司
-
ご
は
慨
に
一
冗
誠

叉
所
謂
直
家
替
の
制

度
が
起
-
h
、
事
W
H
に
於
T
・
米
嶋
田
の
資
買
同
様
ご
な
る
に
至
っ
た
o

資
永
の
頃
か
ら
雄
九
で
あ
っ
た
。
戒
は
殊
一
真
に
惣
傾
除
を
し
て
持
会
金
付
り
を
子
を
迎
へ
、

而
も
、

必
す
し
も
武
士

ω血
統
に
限
ら
A
Y
卒
民

か
ら
も
養
子
五
へ
た
も

ω
で
あ
る
o

「
世
昔
話
開
銀
」
に
日
〈
「
扱
ま
た
仰
旗
本
の
家
管
右
臓
提
町
民
同
様
に

1
1

し
故
、
蛍
時
仰
勝
手
方
な
ど
を
勤
る
御
役
人
、
御
代
一
行
叉
は
御
機
師
御
同
別
な
ど
、
町

E
r
r
v
r
u職
業
川
り
ヂ

船
山
た
り
と
も
大
家
へ
総
組
い
た
し
、
(
川
)
右
の
如
〈
他
姓
の
養
子
流
行
し
て
何
れ
の
家
に
も
多
〈
先
組
の
血
脈
を

失
ヘ
ム
ご
。
ま
た
家
人
株
の
立
h
に
円
い
て
も
古
君
主
き
践
に
禁
断
せ
し
如
〈
で
ゐ
る
が
、

th品
交
追
々
行

は
れ
尋
慌
時
過
的
事

b

と
な
っ
た
。
「
世
事
見
聞
鍬
」
に
日
〈

a
「
何
時
文
御
家
人
の
類
、
番
代
さ
唱
へ
て
株
己
責
買
相
嘗

の
直
段
め
り
て
金
銀
を
以
て
議
h
引
を
い
た
す
事
な
り
。
是
又
人
物
を
椛
は
宇
御
代
官
山
手
代
な
Y
一
如
何
な
る
事

に
や
踊
有
を
待
て
大
金
銭
を
出
し

τ
一
家
内
需
代
を
説
h
受、

を
呉
、

一
旦
抽
出
入
正
成

b
L上、

御
家
人

ω株
を
買
も
あ
り
、

1

・
・
・
・
・
‘
.
、
‘
.
、
、
、
、
、
.
、

い
乞
貸
し
て
非
道
に
利
を
食
b
取
た
る
族
、

或
は
座
坂
の
子
供
、

叉
領
主
地
頭
の
相
官
あ
る
も
、

有
べ
き
か
、

或
は
坊
主
の
法

に
住
居
な
り
品
班
、

親
を
拾
て
江
戸
へ
出
た
る
も
あ
h
、

或又
は t主
筋、情
目、())

な、財
吉、 1J
町‘を
入、徐
の、多
子、)tI'
供、へ
、て

叉、譜
t止、 11:;
Eド())

利、主
の、入
金、に
銀、限

禁
外
遠
闘
の
も
の
在
所
仁
て
悪
事
を
な

L
、
其
所

日本古代法典、 79Ifi
近世舵合紳決議:;:I~ 臨ー籍、 22 ・23n

5) 

6) 

町一.， 



戒
を
破
っ
て
返
俗

L
T
る
も
有
べ

L
・町村掛川

r
r
rヂ
も
ゐ
ら
ん
か
、
末
々
に
至
つ

τは
砂

hyrぃ
八
の
類
の
交
、
り

た
る
も
計
り
が
た

L
L
一五々

J
V
L
O

ま
た
「
幕
末
史
」
仁
臼
〈
「
彼
等
に

L
一

1

一
度
奥
カ
徒
士
の
如
き
卑
き
家
人
の
株

を
買
う

τも
首
季
世
に
は
「
譜
代
場
」
ピ
「
抱
場
」
ご
の
限
界
寛
縦
な
る
が
故
に
、
才
力
の
あ
る
ま
、
仁
累
進
し
て
堂

々
た
る
旗
本
に
列
せ
し
者
も
少
な
か
ら
す
、
水
野
忠
邦
老
中
た
り
し
時

ω有
力
者
た
り
し
久
須
佐
渡
守
紡
肌
の
如

究
会
〈
信
濃
よ
h
出
て
、
買
株
に
よ
り
出
身
し
、
絡
に
勘
定
奉
行
に
列
し
、
其
子
一
位
叫
も
亦
佐
渡
巾
す
ご
稀
し
て

幕
末
大
阪
川
本
行
に
任
性
ら
れ
た
る
が
如
き
右
的
一
一
例
な
'
り
。
故
に
幕
人
正
云
へ
ば
多
〈
三
河
武
士
の
後
耐
を
思

は
L
h
u
れ
ど
も
共
貨
に
於
て
は
上
の
如
き
混
化
を
受
り
し
な
h
」
ご
3

こ
り
こ
さ
は
、
議
誠
に
於
て
も
亦
同
様
で

あ
っ
て
、
純
き
士
分
は
貨
買
せ
ら
れ
た
。
維
新
の
一
苅
瑚
伊
政
腕
文
会
館
の
如
き
も
、
父
お
は
山
口
腕
熊
毛
郡
在
住

凶
一
日
締
山

eQH批
で
あ
っ
た
が
、
萩
の
城
下
に
出
て
、
伊
政
家
的
株
主
貝
は
れ
た
も
の
で
あ
る
正
い
ふ
こ
ご
で

b

o
Q

。幕
末
頃
に
お
け
る
家
人
株
資
質
山
相
場
は
嘉
永
六
年
六
月
井
上
三
郎
右
衛
門
の
上
書
に
よ
れ
ば
現
在
養
子
は
高

白
石
に
付
金
五
拾
耐
・
急
費
千
は
百
石
じ
付
七
八
拾
耐
よ
B
百
両
迄
に
て
相
談
取
様
っ
た
如
〈
で
あ

b
、
同
七
月

ω山
本
元
七
郎
の
上
来
日
に
は
念
養
子
在
家
督
な
Y
」
は
百
俵
百
金
、
千
石
千
前
ご
定
っ
て
居
た
ゃ
う
で
あ
る
的

的

r
，t
の
如
〈
仁
他
姓
養
子
旗
本
・
米
人
株
の
一
民
買
が
、
そ
り
人
物
を
論
性
歩
、
武
士
、
浪
人
、
百
姓
、
町
人
の
同

叫
H

叶，
p
o
，，、、

υMMT 

只
財
産
を
目
静
岡
ご
せ
し
こ
正
は
、
先
刷
の
血
脈
全
失
ひ
、
出
胤
民
が
士
統
に
潜
入
す
る
機
曾
を
作
っ
た
も

泣
世
に
於
け
る
一
此
官
附
綾
田
鹿
化

七

同」二、 23Yi

藤井陸太郎、明治維新良識話、 6oT[

大日本占文書、;草木外国刷係文書一、 458.792白
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近
世
に
於
け
る
祉
脅
階
親
の
漣
化

λ 

の
ご
い
は
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「

回

ー) 

農
民
の
町
人
化
及
び
農
民
町
人
ご
な
る
o

農
村
を
郡
舎
か
ら
引
き
離
し
、
農
民
を
町
人
よ
り
陥
離
す
る

こ
ご
は
、
蛍
時
潟
政
者
の
方
針
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
市
中
に
近
、
き
農
家
は
自
ら
市
風
に
化
せ
ら
れ
じ
の
み
な
ら

十
川
農
民
の
中
ド
は
町
人
の
生
活
を
羨
み
之
を
目
標
古

1
て
進
み
、
或
は
抑
制
曾
に
入
っ
て
商
人
目
伽
夫
ご
な
り
、

或
は
町
人
吉
縁
組
を
な
L
ま
た
農
村
に
残
留
せ
る
者
に
て
も
農
業
を
慶
し
て
小
商
業
な
ど
を
替
む
も
の
も
あ
っ

h
h
o

「
経
世
議
」
ド
ト
農
民
は

「
却
て
町
人
仁
な
り
た
〈
思
ひ
、

女
子
を
縁
付
け
弐
男
を
婿
仁
や
る
も
、

商
人
な
ど

そ
よ
け
れ
ご
覧
へ

τ、
多
量
中
に
は
、
家
督
も
生
れ
た
る
子
も
、
な
る
べ
き
な
ら
ば
百
姓
の
家
を
弟
仁
ゆ
イ

bτ

共
身
は
繁
華
の
地
域
下
淡
な
ど
に
て
身
を
も
も
た
(
思
ふ
者
多
く
、

た
JE
ひ
其
土
地
に
居
て
一
生
を
終
る
者
も
、

町
人
の
風
儀
を
ま
ね
た
く
思
ふ
ゆ
へ
、
ほ
誕
の
ゆ
ひ
ゃ
う
、
衣
服
の
も
や
う
を
始
、
す
ぺ

τ町
人
の
華
磁
を
ま
ね
」

一
五
々
刊

ν
へ
る
如
、
き
そ
の
一
例
で
あ
る
o

き
れ
ば
農
村
の
住
民
に
て
農
耕
を
専
業
主
せ
古
る
も
の
も
甚
に
多
か
っ

に
ゃ
う
で
ゐ
る
。
質
暦
頃
仙
豪
務
雄
東
山
の
上
世
間
に
寸
百
人
的
民
に
御
座
候
へ
は
農
業
は
妻
子
に
相
任
せ
、
共
身

に
は
商
工
の
渡
世
仕
る
者
凡

ε五
十
人
も
可
有
之
候
。
残
る
五
十
人
は
右
に
申
上
候
種
々
の
渡
世
Z
耕
作
吉
相
雑

へ
相
縦
仕
る
に
て
候
。
共
内
一
向
農
業
に
計
、
片
付
候
者
は
一
一
同
人
も
無
之
候
』
芭
レ
へ
る
こ
芭
も
必
す
し
も
或

特
定
地
方
の
例
外
的
現
象
で
は
な
〈
、

一
般
の
朕
況
を
推
察
す
る
に
大
に
会
考
Z
な
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
而

L
て
農
民
出
身
の
町
人
の
少
〈
な
か
っ
た
ニ
ご
は
い
ふ
迄
も
な
い
所
で
め
る
が
、
前
惑
の
「
江
戸
町
方
書
上
」

ιも
家職要道、日本値擁護書巻二十四、 240頁

蹴日本経済説書径三、 468耳
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L一一

沓
家
た
る
町
人
の
中
、

そ
の
雌
先
の
農
民
た
り
し
も
の
少
〈
E
も
十
九
家
を
算
ふ
る
こ
ご
が
出
来
る
。
然
L
賞
際

は
そ
れ
よ
か
も
も
っ
ご
多
〈
農
民
出
身
の
者
が
ゐ
っ
た
で
あ
ら
う
。
江
戸
に
は
上
方
者
殊
に
江
州
入
、
伊
勢
人
が

多
い
古
都
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
等
の
者
の
中
に
も
商
人
ご
し
て
移
住
L
た
も
の
、
外
仁
、
一
克
来
農
民
で
あ
っ
た
も

の
が
江
戸
に
来
て
商
人
ご
な
っ
た
者
も
少
く
は
な
か
ら
う
。

ホ

町
人

ω侍
化
。
町
人
が
財
力
の
上
に
於
て
武
士
階
級
を
際
例
L
た
こ
ご
は
阪
に
述
べ
し
所
で
あ
る
が
、

「
武
家
の
規
矩
を
も
排
へ
ぎ
る
領
分
の
百
姓
、
又
は
肉
絡
も
な
き
町
人
杯
を
頼
み
て
、
家
の
内
外
を
見
せ
附
せ
て

年
分
募
方

ω宛
行
を
請
、
諸
事
彼
も
ゆ
、
作
略
仁
預
b
、
戒
は
領
分
知
行
の
内
、
物
持
の
百
姓
な
ど
へ
用
金
を
無

心
し
、
或
は
用
立
上
ケ
金
の
多
少
に
随
ひ
褒
美
の
高
下
を
付
り
、
或
は
役
付
の
臓
を
央
、
叉
切
米
扶
持
方
な
Y
一期〈

へ
、
又
は
前
字
帯
刀
を
苑
し
、
又
は
格
式
を
授
り
な

E
す
る
な
り
」
ご
い
ふ
が
如
き
は
、
会
〈
町
人
を
武
士
同
品
川

仁
待
泌
す
る
も
の
ご
レ
ふ
こ
ど
が
出
来
る
o

大
阪
の
掛
崖
は
江
戸
の
札
差
己
共
に
犬
小
武
家
り
金
融
機
関
で
あ
っ

て
、
大
名
の
方
で
以
掛
屋
に
謝
し
て
扶
持
を
輿
へ
、
家
老
同
様
に
待
過
し
た
も
の
で
あ
る
o
就
中
協
池
善
右
街
門

の
如
、
き
は
加
賀
、
庚
島
・
阿
波
、
附
山
、
柳
川

ω五
務
的
、
掛
屋
を
勤
め
、
足
州
、
紀
州
の
用
遣
を
粂
ね
、
扶
持
米
の

み
仁
て
も
合
計
一
高
石
に
達
し
、
別
家
で
き
へ
七
十
人
扶
持
を
受
付
柁
も
の
が
ゐ
る
。

き
れ
ば
鴻
善
、
卒
五
(
肝
副

制
)
天
五
(
日
前
腕
屋
)
等
豆
商
富
豪
の
日
常
生
活
は
大
名
に
類
す
る
程
で
あ
っ
た
正
い
ふ
。
こ
れ
等
は
会
〈
商
人

の
侍
化
ご
い
ふ
こ
さ
が
出
来
る
。

抵
世
に
於
け
る
一
世
曾
陪
組
白
艇
化

タL

近世証上骨組蹄量聖書巻-~ 111'( 12) 



近
世
に
於
げ
る
枇
脅
附
故
山
強
化

O 

(

へ

)

町
人
地
主
ご
な
る
。

叉
他
的
方
面
仁
観
察
を
向
り
ん
か
、

町
人
の
財
カ
が
農
村
に
及
び
、

町
人
が

方

で
は
地
主
ご
し

τ勢
力
を
占
め
た
こ
己
も
少
〈
は
な
か
っ
た
。

帥
も
土
地
の
粂
併
や
新
聞
開
後
等
の
場
合
に
其
例

を
見
る
o

常
時
一
般
に
町
人
請
負
新
国
己
都
し
て
町
人
一
炉
開
何
時
五
を
計
査
せ
し
こ
ご
ゐ
h
J
L
に
徴
す
れ
ば
新
旧
岡
俊

の
場
合
に
町
人
公
武
力

ω加
は

h
し
司
、
ご
は
必
中
し
も
少
h
r

ら
y
b
し
こ
ご
で
ゐ
ら
フ
。
例
へ
ば
資
氷
二
年
四
月

大
阪
雑
披
別
院
が
企
業
主
ご
な
っ
て
開
後
に
若
手
(
允
深
野
新
国
じ
つ
い
て
も
多
数
の
大
阪
町
人
が
加
は
っ

τを

市
宇
部
は
平
野
屋
の
手
に
蹄
し
た
ピ
い
ふ
。
ま
た
文
政
六
年

開
設
凶
尾
張
海
部
郡
内
の
政
成
新
田
が
断
ね
名
古
屋
山
富
商
の
手
仁
蹄
せ

L
如
き
。
何
れ
も
町
人
が
地
主
た
る
身

土
早
保
七
年
頃
に
は
北
宇
部
は
尚
油
屋
が
所
有
し
、

分
を
有
す
る
に
至
り

L
も
の
で
め
っ
て
、

こ
れ
は
町
人
が
一
向
姓
ピ
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

い
は
は
農
民
た
る

身
分

er
も
粂
ね
し
も
の
己
見
る
-
』
ご
が
出
来
ゃ
う
。
か
の
大
雄
手
入
郎
の
激
文

ω
一
節
に
「
大
阪
の
金
持
共
年
来

諸
大
名
へ
か
(
付
候
利
一
徳

ω
金
銀
抜
扶
持
品
市
挫
す
ず
莫
大
K
掠
取
未
曾
有
之
有
繭
に
暮
し
、
町
人
之
向
井
川
ι
以
大
名
之

家
老
用
人
絡
等
に
被
収
用
、
叉
は
か
H
山

u
r
r
w
f町
等
を
彩
し
く
所
持
何
に
不
足
な
く
暮
し
」
一
五
々
ど
あ
る
が
如

き
町
人

ω伶
化
吉
町
人
地
主

ω存
在
と
を
示
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

要
す
る
仁
町
人
は
そ

ω掌
握
せ
る
金
力
に
よ
り

τ或
は
武
士
陪
訟
に
潜
入
l
、
或
は
武
士
の
如
き
待
遇
を
受

り
、
或
は
地
主
た
る
地
位
を
も
占
む
る
に
至

b
L
も
吋
で
あ
っ

τ、
昨
日
の
町
人
が
今
日

ω武
士
己
な
り
、
武
士

が
町
人
正
獲
る
世
の
中
ピ
な
う
た
も
の
ぜ
い
ふ
こ
ご
が
出
来
ゃ
う
。

小野武夫、農民経済史Jiff究、 :::q..:!-2S6.L1
牧野信之助、近世削塾(!J!1ii連特に受Jl.新川に就て(酪史地理工十五幸四観)

大甑-m史巻三‘ 48SH
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五

場当2
亦ロ

論

忍
は
以
上
過
ぷ
る
所
に
よ
っ
て
徳
川
時
代
に
於
け
る
刷
曾
階
級
が
必
中

L
も
一
定
不
獲
の
も
の
に
あ
ら
す

L

て
、
時
代

ω槌
化
ご
共
に
著
し
〈
そ
の
性
質
を
異
に
し
、
或
は
階
級
回
別
の
混
乱
を
惹
起
し
た
こ
ど
を
説
い
た
o

然
ら
ば
こ
の
議
化
は
何
十
」
意
味
す
る
も
の
で
ゐ
ら
う
か
。
抑
も
蛍
時
の
封
娃
制
度
は
武
士
ご
レ
ふ
特
檎
階
級
が
治

者
階
級
己

L
T
他
階
級
を
魁
[
、
武
士
は
農
民
に
よ
っ
て
養
は
れ

τゐ
た
組
縦
で
あ
る
。
然
る
に
従
来
唯
一
の
生

産
手
段
正
し
て
考
へ
ら
れ
た
土
地
の
外
に
、
商
工
業
が
勃
興

L
、
貨
幣
が
普
及
し
、
都
市
が
俊
謹
し
て
町
人
階
級

の
緩
闘
を
見
る
に
至
つ

k
o
此
等
の
現
象
は
ご
り
も
直
吉
宇
従
来
の
土
地
経
済
に
謝
す
る
貨
融
市
終
決
の
後
生
、
向

業
資
本
の
山
現
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
o

こ
の
絞
略
胴
上
的
崎
製
化
の
た
め
に
武
士
階
級
は
到
底
そ
内
生
活
を
維
持
す

る
能
は
争
、
農
民
も
従
来

ω如
く
武
士
を
養
ム
能
は

.3
る
に
至
b
、
彼
等
は
遂
に
新
し
き
経
憐
力
的
前
に
属
服
し

ー
、
町
人

ω資
給
に
依
綴
し
、
戒
は
自
ら
町
人
化
L
・
或
は
町
人
階
級
に
潜
入
す
る
に
至
っ
た
。
反
之
町
人
階
級

一J

は
北
(
財
力
仁
よ
っ
て
刑
舎
の
質
カ
を
占
め
、
武
士
を
座
し
農
村
に
ま
で
進
入
す
る
に
至
っ
た
。
換
言
ず
れ
ば
経
済

上
の
袋
化
に
臆
し
て
各
階
級
以
次
第
に
在
来
叫
特
徴
を
失
っ
て
混
化
し
、

一
階
級
よ
b
他
階
級
に
移
動
す
古
こ
ご

も
行
は
る
、
に
至
b
，
、
階
級
嵐
別
の
混
乱
を
生
A
V
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
階
級
医
別
の
維
持
が
封
建
制
度
に

侠
〈
可
6
5
る
特
徴
た
る
以
上
は
、

こ
の
階
級
-
凪
別
の
混
乱
は
、
封
建
制
度
の
譲
っ
て
立
つ
べ
き
級
協
を
動
指
せ

近
世
に
於
け
る
枇
官
階
級
の
艶
北

一



b
i
l
l
-

涯
世
に
於
け
る
世
脅
階
経
由
艶
化

し
め
し
も
の
で
あ
っ
て
、
徳
川
時
代
に
お
け
る
封
建
制
度
の
嘗
仁
覆
ら

F
る
可
ら
.2
る
こ
t
e
f
示
す
も
の
す
」
い
は

な
け
れ
ば
な
ら
向
。
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